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1 まえがき
照明光通信とは,LED照明の照明機能を維持しつつ,通

信機能を具備するものである.照明光通信では,照明光が
重なるエリアでは干渉を起こしてしまい、正しく情報を
復元できない問題が生じる. この問題の解決策には, 干
渉を除去する方法,または干渉を活用する方法が考えら
れる.干渉を活用する方式として,視覚復号型秘密分散法
[1]と可変 N-並列符号多値変調法を組み合わせた手法が
検討されている.[2]
本稿では,Shareデータを 3ビット構成にすることによ

り,干渉領域および非干渉領域でもデータ送受できる方
式を提案する.
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図 1: システムモデル

図１に提案方式のシステムモデルを示す.2つの LED
照明器を用いて,3種類のデータを伝送する方式である.
LED#1からのみ照射する非干渉領域では Data Aと

Data Bが復調可能であり,LED#2からのみ照射する非干
渉領域でもData AとData Bが復調可能になる.干渉領
域では,Data Cを受信可能にしている.その際、信号”0”
が連続することにより照明機能が損なわれるため,”0”が
連続しないように変形疑直交M系列 (MPOMS)を利用

している.[3]受信側では,2つのしきい値を利用すること
により干渉領域での Data Cを復調する.

3 性能評価
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図 2: データ誤り率

図２に SNR に対するデータ誤り率を示す。ただし、
Data AとData Bは非干渉領域での誤り率、Data Cは
干渉領域での誤り率である。領域によらずデータ復調が
可能であることがわかる.領域判定をどのようにするの
かは今後の課題である.

4 むすび
本稿では,干渉領域において排他的論理和によるデー
タ復号を行う視覚復号型秘密分散法を活用した照明光通
信システムを提案した.
今後は、領域判定方法の検討および RGB並列伝送化
への適用などを行う予定である.
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